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1 目的 

 本報告の目的は、フランクフルト社会研究所の第一世代メンバー（エーリッヒ・フロム、マッ

クス・ホルクハイマー等）が問題とした権威主義の内実を分析することである。権威主義は家父

長制、サディズム‐マゾヒズム性格、さらにはナルシシズムやナショナリズムと一直線に議論さ

れてしまう可能性がある。これらの問題意識は一定の妥当性を持つが、権威主義の生成メカニズ

ムなどは十分に解明されない。そこで本報告では権威主義の単独の特徴を明らかにする。それに

より、権威主義と前述した種々の事象との関連性をより理論的に明らかにすることも目指す。 

 

2 方法 

 本報告では、フランクフルト社会研究所の第一世代の論者たち、特にフロムとホルクハイマー

の議論を中心的に取りあげ、テキストクリティークを行う。 

 

3 結果 

 分析の結果を端的に言えば、本報告で問題とする権威主義は（家父長制の残滓を残しながらも）、

家父長制ではない。この権威主義は物象化した資本主義社会からの要請を権威とし、社会成員に

従属を迫る。しかし、権威主義は一見すると家父長制の姿として現れ、家父長制が再強化される。

これは家族が社会の心理的代理店であり、かつ家族が物象化のなかでは生産的機構として存立し

ないことと関連する。心理学的代理店としての家族は、個人の成長過程で資本主義社会の要請を

絶対視することを個人に要請する。次に、近代家族は生産機構として存立しえないことにより、

個人は原子化され、同時に非常に強く構造的に資本主義社会に従属させられる。この個人が原子

化された社会状況において、権威への従属は抽象的な服従にならざるをえない。なぜならここで

の服従は原子化し物象化した資本主義社会への従属が本質だからである。そして抽象化した権威

への従属は、絶対的な従属に変化する。なぜなら崩壊した生産機構である家族を媒介とした権威

への従属は、実在的な安定性を個人に与えず、個人は原子化した資本主義社会に常に依存するか

らである。 

 

4 結論 

 権威主義研究は、社会成員の原子化という事態に関連し、より詳細な大衆社会に対する分析の

端緒となる。大衆社会では、権威主義のほかに、孤独、敵意、不安、ナルシシズム、破壊傾向等

の広範な危機が生じていく。このなかで本報告の権威主義研究は、危機を単純な家父長制に回収

せず、個人が原子化された状態を分析する重要な観点を与えるのである。 
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